
 

 

■お問い合わせ先 ： ちば生涯学習ボランティアセンター■ 

TEL：043-207-5815 FAX：043-207-5817 

E-mail：volunteer@chiba-gakushu.jp 
ボランティアタイム（カラー版）は以下のＨＰで見られます。 
http://www.chiba-gakushu.jp/advice/advice_03.html 

 11月17日(火)～23日（月）の 

1週間、今年も登録ボランティアを

公共施設等に紹介するイベントを

開催します。 
 活動を紹介したい方、イベントス

タッフとしてお手伝いいただける

方を募集します。 

登録ボランティア対象 
スキルアップ講座のご案内 

♪活動紹介 

公民館講座におすすめ！ 
1時間で講座紹介 6件 
活動紹介展示 20件 
体験コーナー 8 件 

PCの研修   
Excel を活用して来年度の手帳を作ろう！ 

日時：10 月 18 日（日）・25 日（日）  13：30～16：30 
会場：生涯学習センター 地下 1 階 PC学習室 
定員：20 人 
講師：K11-010 田中さん K14-045 小倉さん 他 

昨年のリアルボランティアカフェ 

ボランティアフェア 2015 

「ボランティア先生をさがせ！」プレ情報 

あっと驚く 
折り鶴アート・フレーベルのもよう折リリース など 

日時：11 月 1 日（日） 13：30～16：00 

会場：生涯学習センター 3 階大研修室 

定員：30 人 

講師：K14-022 小林さん 
     K13-009 田波さん 他 

普段から PC は使ってい
るけれど、Excel は少しし
か使ったことが無いとい
う皆さん。来年のオリジ
ナル手帳を作りながら 
中級程度のExcel を学習
をしましょう！ 

たかが折り紙、されど折り紙、
折り紙を使った奥の深い体験
を紹介します。 
こんなこともできるのか！と驚
いていただけること間違いな
しです。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
本

年
9
月
に
創
設
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
特
別
企
画
と
し
て
本

誌
初
の
試
み
で
す
が
座
談
会
形
式

で
4
名
の
方
に
登
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

皆
さ
ま
活
発
に
さ
ま
ざ
ま
な
お

話
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
長
く
続
け
る
コ
ツ
は

「
楽
し
み
と
人
と
の
触
れ
合
い
に

有
り
」
と
学
ん
だ
次
第
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

去
る
5
月
16
日
（
土
）
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
市

民
の
方
に
向
け
て
、
千
葉
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
市
交
際

交
流
協
会
、
千
葉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、
ち
ば
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
4
施
設

合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
者
の
活
動
紹

介
や
内
容
の
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
各

施
設
へ
の
登
録
や
相
談
で
賑
わ
い

ま
し
た
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
も
3
名

あ
り
、
仲
間
が
増
え
ま
し
た
！ 

編集後記 

今号のイラストはK07-010  

野田さんの「ゴム版画」による 

作品です。 
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♪スタッフ 

各コーナー受付 6人 
体験コーナースタッフ 10 人 
カフェマスター 若干名 
前日準備 2人 

両
親
や
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
認
知
症
は
身
近
に
迫

る
、
気
に
な
る
問
題
の
一
つ
で
す
ね
。
今
回
は
、
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
認
知
症
を
予
防
す
る
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 ①
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る 

塩
分
と
動
物
性
脂
肪
を
控
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。 

特
に
サ
ン
マ
、
サ
バ
、
イ
ワ

シ
な
ど
の
青
魚
が
お
す
す
め
で
す
。 

 

②
よ
く
歩
き
、
よ
く
手
を
使
い
ま
し
ょ
う 

脳
の
い
ろ
い
ろ
な
領
域
が
刺
激
さ
れ
、
代
謝
と
循
環

が
活
発
に
な
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
料
理
、
日

記
、
楽
器
、 

絵
を
描
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。 

 

③
深
酒
や
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ
う 

④
転
倒
に
気
を
つ
け
る 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
頭
部
外
傷
が
原
因
し
ま
す
。 

⑤
積
極
的
に
頭
を
使
う 

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
や
映
画
を
観
る
と
き
、

筋
を
追
う
だ
け
で
な
く
、
感
想
や
批
評
を
文
章
に
ま

と
め
た
り
話
し
た
り
す
る
と
脳
が
活
性
化
し
ま
す
。 

 

⑥
生
活
習
慣
病
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う 

高
血
圧
、
肥
満
な
ど
の
予
防
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。  

⑦
く
よ
く
よ
し
な
い 

人
と
の
付
き
合
い
で
起
こ
る
さ
さ
い
な
ト
ラ
ブ
ル
に

考
え
込
ま
な
い
で
、
明
る
い
気
分
で
生
活
を
し
ま
し

ょ
う
。 

気
分
の
落
ち
込
む
う
つ
病
は
、
年
を
と
っ
て

か
ら
か
か
る
と
、
気
力
の
低
下
や
注
意
力
の
衰
え
か

ら
頭
の
回
転
や
も
の
忘
れ
が
悪
化
し
ま
す
。 

 

ど
う
で
す
か
？ 

今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
が
一
つ
で

も
あ
れ
ば
少
し
ず
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

ちば生涯学習ボランティアセンター10 年のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラシックギターのやさしい音色をお届けしています 
ギターサークル・アルモニコス（Ｇ０５－００９） 

 

 

●今後の予定：8/29（土）公民館コンサート（千葉市千城台公民館） 10/1（土）秋のギターフェスティバル（千葉市生涯学

習センターホール） 

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
２
０
０
５
年
の
ス
タ
ー
ト

か
ら
一
緒
に
歩
ん
で
き
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

10
年
目
で
す
。
節
目
の
号
と
し
て
ま

ず
は
10
年
間
パ
ソ
コ
ン
指
導
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
青
砥
孝
夫
さ
ん
（
Ｋ
０
５
‐

０
２
２
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

「
定
年
後
の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

す
る
た
め
に
は
、
現
役
時
代
に
培
っ

た
技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
社
会

に
貢
献
を
と
思
い
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。
近
所
の

公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
サ
ポ

ー
タ
ー
を
し
、
講
座
終
了
後
も
サ
ポ

ー
タ
ー
仲
間
と
講
座
を
続
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
千
葉
市
主
催
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
を
受
け
る
機
会
が

あ
り
、
ド
リ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
一
員

と
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を

し
て
い
ま
す
。
応
募
し
た
自
主
企
画

講
座
も
採
用
さ
れ
て
、
市
民
の
方
々

に
パ
ソ
コ
ン
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
」 

青
砥
さ
ん
は
10
年
ほ
ど
前
に
、

趣
味
を
活
か
し
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

ト
」
研
究
会
を
発
足
、
約
40
名
の

会
員
の
皆
様
に
パ
ソ
コ
ン
ア
ー
ト

の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
長
く
続
け
る

に
は
、
趣
味
や
経
験
を
活
か
し
、

無
理
を
せ
ず
気
楽
に
、
自
分
で
楽

し
む
こ
と
で
す
」
と
青
砥
さ
ん
。

皆
様
に
青
砥
さ
ん
か
ら
優
秀
賞
受

賞
の
川
柳
を
お
贈
り
し
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

や
っ
て 

気
付
い
た 

人
と
の
和 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

気
楽
に 

や
れ
と 

ひ
と
り
ご
と 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
に
10
年 

 

平成 27 年 7 月 1 日発行 

第 9 号（年 3 回発行） 

 

【編集・発行】 

ちば生涯学習 

ボランティアセンター 

◎
パ
ソ
コ
ン
の
先
生
に
聞
き
ま
し
た 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
秘
訣 

レパートリーはアニメソング、ラテン、ジャズ、歌謡曲 

等々、幅広く演奏。公民館、自治会のイベント、子ども

ルーム、高齢者施設からの演奏依頼が多いです。ギター

だけではなく、バイオリン、ウクレレ、トーンチャイム、

フラダンスなども交えて楽しいコンサートになるように

心がけています。イベントに合ったプログラムを作り、

練習するのは勉強になりますし、私達にも大きな喜びで

す。演奏人数、曲目等はご要望に合わせます。どうぞ、

お早めにご依頼ください。 

「  女性ばかり14人のサークル。クラシックギ

ターの合奏で出前コンサートをしています。 

都賀中学校で

生徒に指導 

轟公民館で

成人向けパ

ソコン学習 

1 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

気
楽
に 

や
れ
と 

ひ
と
り
ご
と 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

や
っ
て 

気
付
い
た 

人
と
の
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♪取材を終えて♪ 

ボランテ ィア 

登録以来、切れ目なく活動されている 4 人の方に集まっていただき、 

ボランティアを始めたきっかけは？ 

増田：車の色は色々あるのにタイヤの色は黒一色、なぜ？ 

この疑問が雑学の始まりでした。日々疑問を感じ調べて得た知識で定年後、 

人様の役に立ちたいと思いました。 

大串：退職後は今までとは違う生き方をしたいと考えていたところに筑波山神社

でガマの油口上士のパフォーマンスに出会い、新しい生きがいを発見できた

と直感した。すぐに講習会に参加し修行の道に入りました。 

大道芸を色々な条件の場所で紹介したいと思いました。 

加藤：大学時代ジャグリングサークルでバルーンアートを知り、社会人になってからも 

イベントなどでバルーンを配ったりしていましたが、作り方を教える機会に出会い 

ました。2014「ボランティアを始めたい」講座を受講し、即登録しました。 

高橋：起き上がれないほどの首の寝違えが辛く、たまたま受けたカイロプラクティックで 

自分の体の状態がわかり楽になりました。同じように痛みを感じている方に、体操で 

楽になる方法を伝えたいです。 

活動していて印象に残ったことは？ 

増田：「雑学で脳内活性セミナー」という講座で、射るような真剣な眼差しで聞いていた男性が 

終了後に「先生の話された内容の半分も知らないことばかりでした。これから何年生きられ 

るかわかりませんが勉強していきます」との言葉に感激しました。 

大串：若い音楽関係の仕事をしている

方に「音楽的リズム感が感じられ

た」との感想をいただいた。独特

の慣用句や韻がある口上芸の奥

深さを改めて感じた。今まで生き

残ってきた大衆芸能や伝承芸に

は必ずそうした音楽的魅力があ

り、それを後世に伝えていきたい

と強く思いました。 

加藤：プードルやウサギなど動物

を作ることが多いのですが、

初めてでも 15 分ぐらいで作

れるようになります。毎回、

自分で作ったものを大事に

嬉しそうに持って帰ってい

る姿を見ると私も嬉しくな

ります。 

髙橋：まだボランティ活動を始めたばかりで、トークも指導もおぼつかなかった頃に受講してくれた、腰が痛く

て足のしびれがあった方が、一生懸命骨盤運動の体操をしてくれました。何回か回数を重ねた後、腰がずい

ぶん楽になり足のしびれもなくなったと感謝された時は、とても嬉しかったです。 

どのようにアプローチしながら長く続いているのか座談会形式でお話を伺いました。（文中敬称略） 

活動を始めるコツ・長く続ける秘訣はありますか？ 

髙橋：まず人に興味をもち、とにかく一回やってみる。一人で不安な場合は 

  1 時間や 2 時間の枠を何人かの複数でやってみたらどうか。センターに

そういう相談をしてもいいと思う。皆さんからの反応が必ずあるので自

信がつきます。 

増田：登録をしているのだからそのうちに…という待ちの姿勢ではなく、 

  「やらせてもらえませんか」と自分から売り込みにいく。老人ホームやデイケア施設などは何かやって欲し 

いという需要が多く、受け入れてもらえる可能性が高い。自分は何ができるかを明確にして一度電話をして

みてください。一回やらせてもらえれば次に繋がります。私は時間がたくさんあるので、暇つぶしに行くぐ

大串：人間は社会的な動物なので一人では人としての健康は守れない。健康に暮

らすためには、今日行く（教育）・今日用がある（教養）が必要です。たとえば、 

今日一日○人に会うなど小さな目標を定めて達成していく積み重ねが大切なん

だと思います。そういう意味ではボランティア活動は健康保持に繋がるのでは

ないでしょうか。 

加藤：人前で何かをやるというのは緊張したり、荷が重い

と感じている方もいらっしゃるかもしれません。でも

そこはボランティアなんだからという気軽さも必要だ

と思います。 

  私も依頼のあった活動は真面目に一生懸命取り組んで

いますが、自分も楽しみながらやっています。自分が

楽しめる範囲でやることも続けるコツだと思います。 

  今回、皆さんのお話を伺って私も活動範囲を広げるた

めに高齢者施設などに電話をして自ら売り込もうと思

いました（笑）情報交換ができてよかったです。 

骨盤体操 (k08-010) 

髙橋 恵美さん 

集まっていただいた 4 人の方は、実に楽しくご自分のできる範囲でボランティア活動をしています。そして、人の役に立てることに大きな

喜びを感じていらっしゃいます。無理することなく楽しみ、かつ向上心を刺激しながら取り組む姿に、こちらも前向きな気持ちにさせられま

す。ご意見の中に、登録者名簿の冊子を公的機関だけでなく、もっと広範囲に置くことはできないか？広報のあり方を考えては？というの

がありました。今後の課題です。 

雑 学 ・ 川 柳

（k05-030） 

増田 信則さん 

らいの気持ちで気楽に気負わずにやっています。でも皆さんから元気をもらえるなど得

るものは必ずあります。私も一期一会の気持ちで自分の知っている知識をいっぱい伝  

えて皆さんに持って帰って欲しいと思っています。 

「活動について熱く語る登録者」 

2 3 


